
ワンストップ相談事業 【養父市】

本市第４次男女共同参画プラン（令和4年度～8年度）策定に伴い、
令和２年度に実施した市民アンケート調査によると、６割以上の人
が「仕事と（仕事以外の）生活を両立したい」と回答しており、その
ためにはさまざまな相談窓口が必要との意見もある。女性がワー
ク・ライフ・バランスを実現し、安心して活躍できる社会の実現に向
けて、気軽に相談できる場が必要である。

地域の実情と課題

〇養父市男女共同参画推進員会議・・・事業周知・広報

連携団体

相談を必要とする方が窓口を知らないこともあり、周知方法・開設
場所の再検討し、利用しやすい環境を整える必要がある。

今後の課題

コロナ禍で人との関わりが希薄化するなか、個別での相談窓口は
さまざまな悩みを抱える女性が自分らしく活躍するために効果的
な場となった。相談件数は少ないものの市の関係機関との連携も
築くことができた。
目標：相談件数 60件
結果：相談件数 16件

事業の効果

コロナ禍もあり、日々の暮らしや将来の生活に不安を抱えながらも
相談する場がないことが懸念される。そのため、必要な人に分野
横断的な情報（就労、子育て支援、教育、福祉等）を提供するワン
ストップ相談を設置し、行政の窓口につながる機会の少なかった
方も安心して相談できる場を設ける。
目標：相談件数 60件

目的・目標

悩みを相談したいけどどこに相談していいかわからない、市役所
には相談に行きづらいなどのニーズに応え、女性の就労等に係る
分野横断的な情報の提供や個別の相談に応じるワンストップ相談。

事業の特徴

総事業費 976 千円

交付金額 488 千円

事業番号 ３



事業の概要

ワンストップ相談窓口（女性のための相談室）
女性の就労等に係る分野横断的な情報の提供、家庭、仕事、子育て
等の個別の相談に応じるため、ワンストップ相談窓口を設置。
相談内容によっては、市を通じて関係機関へ連携。

【相談日】毎週金・土曜日 9：00～12：00（年末年始除く）
【相談員】西井昭子さん（子育て心理カウンセラー）
【相談場所】子育て・移住サポートセンター
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内容に応じて
対応先へつなぐ

市へ報告

市担当課及び関係機関

主に面接相談を行っているが、電話での相談にも対応。仕事に関
する悩み、思春期の子育て、子どもの不登校、家庭内でのトラブ
ル等さまざまな相談に応じる。

相談員のみで対応できる内容が多いが、市男女共同参画センタ
ーへの報告内容に応じて、必要があれば本人の同意を得たうえで
、市担当課及び関係機関へつなぐ。
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